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委員会報告第１０号 

 

民 生 文 教 常 任 委 員 会 報 告 書 

 

令和８年３月４日第１回定例会における議決に基づき、当委員会に付託された事件

について審査した結果を下記のとおり報告する。 

 

 

令和 ８ 年 ４ 月１５日 

 

 

七飯町議会議長  木 下   敏  様 

 

 

民生文教常任委員会 

委 員 長  平 松 俊 一 

 

記 

 

１．事件名 

議案第１５号 七飯町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例 

の制定について 

 

２．審査の経過 

令和８年３月６日、２５日、４月１５日の３日間、委員会を開催し、子育て支援

課長の出席を求めて審査を行った。 

 

３．決定及び理由 

（１）決  定 

 原案可決 
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（２）理  由 

当委員会に付託された「七飯町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準

を定める条例（以下「条例」という。）」は、令和８年４月１日より「子ども・

子育て支援法」に規定にする、乳児等通園支援事業（通称：こども誰でも通園

制度）を実施する事業者のうち、内閣府令で定める「特定乳児等通園支援事業

の運営に関する基準（以下「国基準」という。）」に従い、又は参酌して町が定

める条例の基準を満たしていることが確認できた事業者は、「特定乳児等通園支

援事業者」として乳児等支援給付費が給付されることから、国基準に従い、こ

の条例を制定するものである。 

 

〇乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）とは 

  全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な成長環境を整備する 

 とともに全ての子育て家庭に対して、多様な働き方やライフスタイル 

に関わらない形での支援を強化するため、月一定時間までの利用可能 

の枠の中で、就労要件を問わず時間単位で柔軟に保育施設等を利用で 

きる事業 

 

条例は３３条の章立ての構成となっており、その概要は次のとおりである。 

 

第１章 総則では、第１条 趣旨、第２条 一般原則 について定めている。 

第２章 特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準では、第１節 利用定

員に関する基準 において、第３条 利用定員 について定めており、１時間

あたりの利用定員や開所日時等を考慮して１月当たりの利用定員を定めるもの

としている。 

第２節 運営に関する基準では、第４条 面接 において、初めて利用する

子どもの保護者と面談を実施し、重要事項を記載した文章を交付して説明した

うえで、同意を得ることを定めている。 

その他、第２節では、第５条 正当な理由のない提供拒否の禁止、第６条 あ

っせん及び要請に対する協力、第７条 乳児等支援支給認定書に記載された事

項の確認、第８条 乳児等支援給付認定の申請に係る援助、第９条 心身の状

況等の把握、第１０条 特定教育・保育施設等との連携、第１１条 特定乳児

等通園支援の提供の記録 について定めている。 
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第１２条 支払 では、保護者から受けることができる利用料、実費の徴収

については、事前に文章により説明し同意を得ることが必要な場合等について

定めている。 

第１３条 乳児等支援給付費の額に係る通知等、第１４条 特定乳児等通園

支援の取扱方針、第１５条 特定乳児等通園支援に関する評価等、第１６条 相

談及び援助、第１７条 緊急時等の対応、第１８条 乳児等支援給付認定保護

者に関する市町村への通知 について定めている。 

第１９条 運営規定 においては、事業者は運営についての重要事項に関す

る「運営規定」を定めておかなければならないとしている。 

第２０条 勤務体制の確保等、第２１条 利用定員の遵守、第２２条 掲示

等 について定めている。 

第２３条 乳児等支援給付認定子どもを平等に取り扱う原則 では、子ども

の国籍、信条、社会的身分、支払の状況によって差別的な取扱いをしてはなら

ないと定めている。 

第２４条 虐待等の禁止 では、事業所の職員は子どもの心身に有害な影響

を与える行為をしてはならないと定めている。 

第２５条 秘密保持等、第２６条 情報の提供等、第２７条 利益供与等の

禁止、第２８条 苦情解決、第２９条 地域との連携等 について定めている。 

第３０条 事故発生の防止及び発生時の対応 では、事故発生防止のための

指針を整備し、事故発生時に必要な措置について定めている。 

第３１条 会計の区分、第３２条 記録の整備等 について定めている。 

第３章 雑則では、第３３条 電磁的記録等 について定めている。 

 

附則には、施行期日を公布の日からとしている。 

経過措置には、令和８年４月１日から起算して１年を経過する日までの間は、

国基準をこの条例により定められた基準とみなすと規定している。 

 

以上のことを留意のうえ、条例の内容を精査したところ、七飯町特定乳児等

通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定については、国が定めた

基準に従い条例制定するものであり、このことを踏まえ採決の結果、出席委員

の全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。 


